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ICT媒体の画面 アナウンス

でしばらくお待ちください。 

 ３時限目のテストが表示されていない場合はブラウザの更

新を行う、または「実証用学習 eポータル」をサインアウト

し、再度サインインしなおしてください。

＜試験開始よりも先に右下矢印の開始ボタンを押してしまっ

た学生がいた場合のみ、個別対応＞ 

13：30  3時限目開始アナウンス 

 試験開始時間となりましたので、画面右下の「→」（右矢印）

ボタンを押し、試験を開始してください。

14：18  3時限目終了アナウンス 

 試験終了時間となりました。ICT媒体には触らず、画面を

確認してください。（ネットワークトラブルによる試験時間延

長が認められた学生はそのまま試験を継続してください。）

 確認ページ「以上で問題は終了になります。」になっている

ことを確認してください。試験時間終了に伴う強制終了画

面「制限時間は終了です。「OK」を押してください。」と表

示されている場合には「OK」を押してください。確認ペー

ジに切り替わります。

 途中離席があった学生等の事由により、確認ページまたは

強制終了画面になっていない学生、問題途中

万が一、試験開始のアナウンス前に開始の矢印ボタンを押し

てしまった学生に対しては、問題を解かずに、時限の

MEXCBTテストのインターネットブラウザを閉じるようにア

ナウンスしてください。当該学生においてはインターネットブ

ラウザを閉じた状態で、すべてのアナウンスを聞くよう、指示

し、全体アナウンスを続けてください。試験開始のアナウンス

の後、当該学生に個別で監督者が画面を確認しながら「実証

用学習 eポータル」のサインイン、「MEXCBTテスト」「各時

限」を選択、問題解答を始めさせてください。 
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ICT媒体の画面 アナウンス

の学生は速やかに挙手してください。該当者がいない場合

次へ 

 ＜全員の終了が確認出来たら＞

 これから終了について説明します。それでは、画面右下の

「→」（右矢印）ボタンを押してください。テストは５秒後に自

動的に終了になります。自動で終了しない場合は、右下の

「終了」ボタンを押してください。

 テスト終了後、「これで終了です。ブラウザのタブを閉じてく

ださい」という画面が表示されるので、指示に従いブラウザ

のタブを閉じてください。

 以上で 3時限目を終了します。次の 4時限目は 14時

40分着席です。休憩中は CBT問題の操作はしないでく

ださい。それでは休憩に入って下さい。

14：20頃 休憩  各実証校責任者打ち合わせ 

14：40頃  4時限目着席および CBTアナウンス 

受験者：着席、荷物確認 

 着席時間になりましたので、着席してください。ICT媒体が

ネットワーク接続されていること、MEXCBTテストの画面

になっていることを確認してください。 

 ４時限目の開始に当たっては厳正な CBT試験実施のた

め、３時限目までと同様、不正行為を防ぐため充分ご注意く

ださい。

 机の上には ICT媒体ならびに学生証・受験票以外は何も

置かないでください。

 4時限目は、問題数が 50問、試験時間は 40分です。問

題数と試験時間はそれぞれの ICT媒体の右上に表示され

ますので、時間内にすべてを解答してください。

 時限を終了させた場合は再度同じ時限を受験することはで

きません。解答途中での誤送信は自己責任とし、その時点

でその時限の試験終了とします。

 本 CBTは試験時間中の途中退席は不可です。終了後も

試験終了時刻まで、席で待機してください。試験終了時間

前にすべての解答が終わった学生は、確認ページ（以上で

問題は終了となります）の画面のまま、席で待機してくださ

い。

＜該当者がいる場合のみのアナウンス＞ 

監督者立会いの下で、すべての問題を（画面右下の）⇒で送

った後、確認ページになることを確認します。挙手したまま、

席でお待ちください。他にはいませんか。 
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ICT媒体の画面 アナウンス

 一時的な通信障害（回線混雑）による解答途中での切断・

終了があった場合には、監督者に学生がその時点で連絡

した場合のみ、中断時間分の試験時間の延長を認めます。

挙手して知らせてください。

 CBTの実施の準備に入ります。「実証用学習 eポータル」

にサインインされていることを確認してください。

 「実証用学習 eポータル」以外のすべてのアプリやフォル

ダ、他のインターネットブラウザ、「実証用学習 eポータル」

を開いている同ブラウザ上の他のタブも閉じていることを

確認してください。

 「MEXCBTテスト」「4時限目：基礎医学」「テストを始め

る」「JANPU会員コード」「学生 ID」を選択・入力してくだ

さい。

 「2024年度 JANPU-CBTの守秘等に関する説明ならび

に同意書」をよく読み、チェックボックスに☑してください。チ

ェックボックスにチェックしたら、画面右下の「→」（右矢印）

ボタンを押さずに、この画面のまま、試験開始合図までしば

らくお待ちください。

４時限目のテストが表示されていない場合はブラウザの更

新を行う、または「実証用学習 eポータル」をサインアウト

し、再度サインインしなおしてください。

＜試験開始よりも先に右下矢印の開始ボタンを押してしまっ

た学生がいた場合のみ、個別対応＞ 

万が一、試験開始のアナウンス前に開始の矢印ボタンを押し

てしまった学生に対しては、問題を解かずに、時限の

MEXCBTテストのインターネットブラウザを閉じるようにア

ナウンスしてください。当該学生においてはインターネットブ

ラウザを閉じた状態で、すべてのアナウンスを聞くよう、指示

し、全体アナウンスを続けてください。試験開始のアナウンス

の後、当該学生に個別で監督者が画面を確認しながら「実証

用学習 eポータル」のサインイン、「MEXCBTテスト」「各時

限」を選択、問題解答を始めさせてください。 
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ICT媒体の画面 アナウンス

１４：45  ４時限目開始アナウンス 

 試験開始時間となりましたので、画面右下の「→」（右矢印）

ボタンを押し、試験を開始してください。

15：28  ４時限目終了アナウンス 

 試験終了時間となりました。ICT媒体には触らず、画面を

確認してください。（ネットワークトラブルによる試験時間延

長が認められた学生はそのまま試験を継続してください。）

 確認ページ「以上で問題は終了になります。」になっている

ことを確認してください。試験時間終了に伴う強制終了画

面「制限時間は終了です。「OK」を押してください。」と表

示されている場合には「OK」を押してください。確認ペー

ジに切り替わります。

 遅刻または途中離席があった学生等の事由により、確認ペ

ージまたは強制終了画面になっていない学生、問題途中

の学生は速やかに挙手してください。該当者がいない場合

次へ

＜全員の終了が確認出来たら＞ 

 これから終了について説明します。それでは、画面右下の

「→」（右矢印）ボタンを押してください。テストは５秒後に自

動的に終了になります。自動で終了しない場合は、右下の

「終了」ボタンを押してください。

 テスト終了後、「これで終了です。ブラウザのタブを閉じてく

ださい」という画面が表示されるので、指示に従いブラウザ

のタブを閉じてください。

 （全員の終了が確認出来たら）以上で４時限目を終了しま

す。

＜該当者がいる場合のみのアナウンス＞ 

監督者立会いの下で、すべての問題を（画面右下の）⇒で送

った後、確認ページになることを確認します。挙手したまま、

席でお待ちください。他にはいませんか。 
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ICT媒体の画面 アナウンス

15：30頃  5時限目アンケートアナウンス 

1～4時限のテスト結果確認 

（成績転記用フォーマットを使用する場合には配布を行ってくだ

さい。） 

 続けて 5時限目のアンケートを開始します。

 アンケート開始前に、まずは 1～4時限の採点結果を確認

します。MEXCBT1.2.3.4時限をそれぞれ選択し、「テス

ト結果をみる」を押してください。全問題数あたりの正解数

が記載されております。この結果を確認してから、（成績転

記用フォーマットに転記し、）アンケートに回答してくださ

い。テスト結果の確認ができた人からアンケートを実施して

ください。アンケートはMEXCBTテストの一番下の 5時

限目に表示されております。 

 「5時限目のアンケート」ボタンをクリックしてください。５時

限目の画面に表示されている URLをクリックし、アンケー

トに回答してください。なお、回答は本日の CBT受験者全

員必須となります。時間は最大３０分になります。5時限目

のアンケートが終わった方から（成績転記用フォーマットを

提出し、）退席してください。その際に他の教室ではまだア

ンケートを実施している場合もありますので、静かに帰宅し

てください。お疲れ様でございました。 

＜受験票を配布した場合のみ対応＞ 

 退席する場合、受験票は持ち帰らず机の上に置いたままに

してください。受験票を持ち帰ることは不正行為にあたりま

す。
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4.2024年度 JANPU-CBT実施にあたる提出物・送付物とトラブル等の事例対応と連絡/報告先 

4.1 2024年度 JANPU-CBT実施にあたる各実証校の提出物・実施 

提出物・実施内容 対象者 時期/期限 内容 方法 

1 【実証校人数報告お

よび遵守事項への

同意】提出 

実証校責任者 各実証校と

して決定通

知後～試験

実施前 

＊予定最大受験者数 

＊実証校としての遵守事項の同意に

☑ 

Form 

2 【2024年度

JANPU-CBTの守

秘等に関する説明な

らびに同意書】 

実証校関係者全員 ＊遵守事項・ 

＊2024年度 JANPU-CBTの 

守秘等 

実証校 

3 【動作確認】実施 CBT対象学生 試験実施準備前の動作確認の日時 実証校 

4 【2024年度

JANPU-CBT動

作確認実施報告】 

実証校責任者 動作確認実

施後 

＊予定学生数と動作確認数 

＊学生へのアナウンス方法 

＊同時接続台数 

＊担当者の設定と対応人数 

＊動作確認を学生または教員が実施

したか 

＊トラブルの有無とその対応 

Form 

5 【2024年度

JANPU-CBT各

実証校終了後報告

書】 

実証校責任者 終了後～ 

１週間以内 

＊予定受験者数・受験者数・使用しな

かったアカウント数とその理由につい

て集計 

＊ネットワークトラブル等による一時中

断した数・時間・事象 

＊不正行為の事象・時間・状況・判断 

＊学生から質問のあった問題・内容・

件数について集計 

＊使用した試験室数と教職員の人数 

Form 

6 【2024年度

JANPU-CBT各

実証校監督者・関係

者 終了後報告書】 

実証校監督者（関

係者全員） 

＊当日の実施体制 

＊実証校での注意事項 

＊配置 

＊実施要項の分かりやすさ 

Form 

4.2 2024年度 JANPU-CBT実施にあたる各実証校への配布物 

➢ 2024年度 JANPU-CBT実証事業（試行版）実施要項

➢ 学生用マニュアル

➢ 実証用学習 eポータルのアカウント（サインイン ID・パスワード）
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4.3 トラブル等の事例対応と連絡/報告先一覧（早見表） 

■トラブル等の事例対応と連絡/報告先一覧（早見表）

トラブル等の事例 監督・監督補助者の対応 連絡/報告先 実施要項 

【１】JANPU-CBTが実施できない状況になった場合 

1 地震・大雨・台風などの天

災、実施場所での火災、停

電により 2024年度 JANPU-

CBT実施場所で実施できな

くなった場合 

JANPU実施本部に連絡し、対応

判断の指示を仰ぐ 

JANPU-CBT実施本部 

cbt@janpu.or.jp 

TEL：03-6206-9451 

P9 

【２】試験開始前の遅刻 

2 やむを得ない事情で学生が

１時限目の開始前の集合時

間に遅刻した場合 

JANPU実施本部に連絡し、対応

判断の指示を仰ぐ 

JANPU-CBT実施本部 P9 

3 自己都合により遅刻した場

合 

自己都合の場合、10：35以

降の場合は受験を認めな

い。 

1時限の試験開始アナウンス前

(10:35前)であれば受験可能。

全体のスケジュールを進めた

後、当該学生に個別で「受験

者説明・諸注意・分散してサ

インイン」「開始アナウンス」

を行い、試験を開始する。た

だし、アナウンスに要した時

間の延長はしない。全体のス

ケジュールに沿って、当該学

生の試験時間は短縮する。遅

刻者が受験者と情報交換しな

いように注意する。 

P9 

4 試験開始が当初の予定時刻

より 15分以上遅れた場

合、または遅れそうなこと

が判明した場合 

実証校責任者に報告して、実

証校責任者から JANPU-CBT実

施本部に状況を連絡、判断・

指示を仰ぐ 

JANPU-CBT実施本部 P10 

【３】試験開始後の遅刻、途中離席 

5 2時限目以降の遅刻 試験の実施を認めない 【2024年度 JANPU-CBT各実

証校 終了後報告書】を

JANPU-CBT実施本部に提出 

P9 

6 健康等の理由により受験中

に学生が CBTを継続できな

かった場合 

試験の実施を認めない 【同上 終了後報告書】を

JANPU-CBT実施本部に提出 

P9 

mailto:cbt@janpu.or.jp
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■(続き) トラブル等の事例対応と連絡/報告先一覧（早見表）

トラブル等の事例 監督・監督補助者の対応 連絡/報告先 実施要項 

（続き）【３】試験開始後の遅刻、途中離席 

7 個人の都合で離席する場合 

①トイレ

②気分が悪くなった場合

・離席する際は、ノート PC

を折りたたむ、タブレットの

画面をロックする、インター

ネットブラウザを最小化する

など、画面を隠す 

・途中離席により試験終了ア

ナウンスの際に、確認ページ

画面になっていない、または

回答時間終了に伴う強制終了

画面になっていない、問題途

中の学生がいた場合は、挙手

させる。監督者立会いの下

で、すべての問題を（画面右

下の）⇒で送った後、確認ペ

ージで、学生が「→」ボタン

を押し、自動終了するところ

まで、監督者が確認しながら

実施する。 

P14、17 

【４】試験開始“前”のネットワーク接続、操作方法について 

8 MEXCBTへの接続や操作の不

明点 

別途配布される「学生用マニ

ュアル」を参照する。実証校

責任者に報告して、実証校責

任者から問い合わせる。 

MEXCBTコールセンター 

mexcbt-info@uchida.co.jp 

03-5541-1301

(受付時間 平日 9時-17時) 

P6、21 

9 各教育機関側のフィルタリ

ング設定や端末設定等によ

る接続不具合 

コンソーシアムでは解決でき

ないため、学内設置者による

ネットワーク設定の変更等が

必要 

P6 

10 ネットワーク上のトラブル

再サインインできない場合 

学生は試験中止となる 【2024年度 JANPU-CBT各実

証校 終了後報告書】を

JANPU-CBT実施本部に提出 

P18 

【５】試験中のネットワーク接続トラブル 

11 ネットワークの遮断や ICT

媒体の不具合などの問題が

学生個人に生じた場合 

各実証校で問題解決 【同上 終了後報告書】を

JANPU-CBT実施本部に提出 

P10 

12 ネットワークの遮断や ICT

媒体の不具合などの問題が

実施教室全体での問題、各

実証校全体での問題 

実証校責任者に報告して、実

証校責任者から JANPU-CBT実

施本部に連絡し、判断・指示

を仰ぐ 

JANPU-CBT実施本部 

【同上 終了後報告書】を

JANPU-CBT実施本部に提出 

P10 
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■(続き) トラブル等の事例対応と連絡/報告先一覧（早見表）

トラブル等の事例 監督・監督補助者の対応 連絡/報告先 実施要項 

（続き）【５】試験中のネットワーク接続トラブル 

13 ネットワーク上のトラブル

での一時的な通信障害（回

線混雑）による解答途中で

の切断・終了があった場合 

その旨を試験監督者に学生が

その時点で連絡した場合の

み、中断時間分(15分以内)の

試験時間の延長を認める。 

【同上 終了後報告書】を

JANPU-CBT実施本部に提出 

P17-18 

14 試験実施中の ICTスキル・

ICT媒体・ネットワーク障

害に関して何か問題があっ

た場合 

学生は試験会場で挙手、各実

証校で対応 

【同上 終了後報告書】を

JANPU-CBT実施本部に提出 

P18 

【６】その他トラブル 

15 テストグループが表示され

ない場合 

ブラウザの更新を行うまたは

「実施用学習 eポータル」か

らサインアウトし、再度サイ

ンインする。

P12 

16 スリープ状態になる場合 スリープ設定の解除またはブ

ラウザの復元が必要となる。

P21 

17 画面の見え方が異なる場合 自動翻訳機能の設定を解除す

る。 

P21 

18 実証用学習 eポータルが表

示されない、サインインで

きない場合 

①「Microsoft Edge」、「Apple

Safari」、「Google Chrome」の

いずれかで接続していること

を確認する。（「Internet 

Explorer」は非対応）。他のブ

ラウザもためす。

②ICT媒体の再起動または別の

ICT媒体にて「実証用学習 e 

ポータル」のサインインから

やり直す。 

P12、21 

【７】不正行為、不正行為防止、学生からの質問の対応 

19 不正行為 各実証校の CBT各実証校責任

者・監督者が協議の上、最終

的に不正行為とみなすかどう

か判断する。 

<不正行為と判断した場合> 

その時点で試験を中止する。 

<不正行為と判断した場合> 

【同上 終了後報告書】を

JANPU-CBT実施本部に提出 

P1、18-

19 

20 学生による問題漏洩および

不正行為があった場合 

・全部または一部の利用制限

・当該学生への対応について

は、各大学の学則または履修

規定により対処 

JANPU-CBT実施本部 

cbt@janpu.or.jp 

TEL：03-6206-9451 

P1 

21 遵守事項に抵触する不正行

為が発覚した場合 

JANPU実施本部に報告するとと

もに、その時点で直ちに試験

を中止 

JANPU-CBT実施本部 P9 

mailto:cbt@janpu.or.jp
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■(続き) トラブル等の事例対応と連絡/報告先一覧（早見表）

トラブル等の事例 監督・監督補助者の対応 連絡/報告先 実施要項 

（続き）【７】不正行為、不正行為防止、学生からの質問の対応 

22 JANPU-CBT実施本部が発行

した「実証用 eポータル」

の IDとパスワードが漏洩

した場合 

各実証校が発行した受験票

を学生が紛失した場合 

JANPU-CBT実施本部に速やかに

報告 

JANPU-CBT実施本部 P3 

23 不正行為防止 問題の転送、ＳＮＳへのアッ

プ、FreeWifiの使用、スクリ

ーンショット、筆記、他サー

バーへの接続などを禁止し、

実施前アナウンス要領の内容

が厳守されているかを確認す

る。ただし、試験監督者が試

験中の画面を覗き込む行為は

禁止する。 

P18-19、

25 

24 学生からの問題に対する質

問 

その場で回答することはせ

ず、問題に対する質問には回

答できないことを伝える 

【2024年度 JANPU-CBT各実

証校 終了後報告書】を

JANPU-CBT実施本部に提出 

P10 

【８】事前の動作確認：実施日の 10日前までに必ず動作確認を行うこと 

25 動作確認（実施報告） ・試験会場にて学生が当日使

用する ICT媒体でネットワー

クに接続できること

・「実施用学習 eポータル」の

アカウントで学生がサインイ

ンできること

・サンプル問題を解く

・何人、何台で接続したか

・正常に動作できたか

【2024年度 JANPU-CBT動作

確認実施報告】を JANPU-

CBT実施本部に提出 

P20-22 

※「学生

用マニュ

アル」参

照 

26 動作確認（不具合） 動作確認時に不具合が生じた

場合は、試験当日までに問題

解決にあたる 

P21 

実証用学習 eポータル・

MEXCBTに関する質問や不具合

が生じた場合 

MEXCBTコールセンター 

mexcbt-info@uchida.co.jp 

03-5541-1301

(受付時間 平日 9時-17時) 

実施運営に係る JANPU-CBT実

施本部への確認・質問 

JANPU-CBT実施本部 

mailto:mexcbt-info@uchida.co.jp
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5.2024年度 JANPU-CBT管理運用ルール 

5.1運用管理規則 

（1）管理体制

①2024年度 JANPU-CBTを管理運用するため下記管理者を置く

⚫ 2024年度 JANPU-CBT責任者【CBT責任者】：JANPU

⚫ 2024年度 JANPU-CBT実施本部【CBT実施本部】：JANPU事務局・看護実践能力評価基準検

討委員会

⚫ 2024年度 JANPU-CBT各実証校責任者【CBT各実証校責任者】：各実証校で決定

⚫ 2024年度 JANPU-CBT各実証校監督者【CBT各実証校監督者】：各実証校で決定

⚫ 2024年度 JANPU-CBTシステム管理者【CBTシステム管理者】：オンライン学習システム推進コン

ソーシアム（事務局：株式会社内田洋行教育総合研究所）。本システムの技術的事項を管理。

②2024年度 JANPU-CBTに参加するための各実証校で実施教室（試験会場）・IＣＴ媒体（PＣもしくはタ

ブレット）・インターネット環境・教職員（試験監督）と学生の IＣＴスキル・実施体制は CBT各実証校責任者

が行う。 

（2）アカウントの管理

⚫ 2024年度 JANPU-CBTのアカウント管理は、CBT実施本部が行う。なお、CBT実施本部は各実

証校から希望されたアカウント数を IDで準備するのみで、個人情報は扱わない。

⚫ CBT実証校責任者は、各実証校における学生のアカウント管理を行う。

（3）2024年度 JANPU-CBTの利用

⚫ 今後多くの大学のあらゆるレベルの学生に適用するために CBT責任者が CBT運用を試行する（評価

する）目的で使用する。

⚫ 2024年度 JANPU-CBTの結果は、対象学生が学生自身の個人評価目的で使用する。

⚫ 2024年度 JANPU-CBTを利用するものは、CBT実施本部が発行する「2023年度 JANPU-

CBT実証事業（試行版）実施要項」を遵守しなければならない。

（4）2024年度 JANPU-CBTにおける禁止行為

⚫ 2024年度 JANPU-CBTを学生の学生自身の個人評価以外で使用すること

⚫ 2024年度 JANPU-CBTにサインインするためのアカウント名やパスワード名を他者に告知し、もしく

は知りえる状態にすること

⚫ その他、2024年度 JANPU-CBTの正常な運用を妨げるものとしてCBT責任者・CBTシステム管

理者が禁止すること

（5）2024年度 JANPU-CBTに蓄積されたデータの二次利用

⚫ 2024年度 JANPU-CBTに蓄積されたデータは、CBT責任者が CBT運用の評価以外の目的で二

次利用してはならない。

⚫ 2024年度 JANPU-CBTに蓄積されたデータは、各実証校における学生自身の個人評価以外の目

的で二次利用してはならない。

⚫ ただし、CBT責任者は、看護教育全体の質保証・改善に資する活動を行うことの目的で、2024年度

JANPU-CBTに蓄積されたデータの二次利用（JANPU報告書）を許可することができる 。
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（6）2024年度 JANPU-CBTの利用制限

⚫ CBT責任者は、2024年度 JANPU-CBTを利用するものが本規則に違反したとき、もしくはシステ

ム管理上必要があるときは、その全部または一部を利用制限することができる。

⚫ CBT各実証校責任者は、自らの実証校において 2024年度 JANPU-CBTを利用するものが本ルー

ルに違反したとき、もしくはシステム管理上必要があるときは、CBT実施本部を通して CBT責任者に

対し、その全部または一部の利用制限を求めることができる。 

（7）2024年度 JANPU-CBT利用状況等の把握

⚫ CBT実施本部は 2024年度 JANPU-CBTの利用状況、利用意向及び利用見込み（以下、「利用状

況等」という）を把握するための調査を行い、CBT責任者に報告するものとする。

⚫ CBT実施本部、CBT各実証校責任者、及び 2024年度 JANPU-CBTを利用するものは、上記の

調査に協力するものとする。

⚫ CBT責任者は、上記調査を参考に、次年度以降の CBT として維持もしくは本格的導入すべきシステ

ム・管理運用に関する提案を JANPUに行う。

5.2 2024年度 JANPU-CBT参加条件 

＊下記①-⑫を満たすことを事前に確認する。 

①上記 JANPU-CBT実施日のいずれかに参加できる。複数回・複数日受験はできない。

②実証校として決定後、各実証校に JANPU－CBT実施本部よりアカウントを配布する。JANPU-CBT

実施本部は、学生の個人情報は扱わない（学生の個人情報は入力しない）。各実証校で学生 IDと氏名など

の紐づけが必要な場合は、各実証校でデータを管理する。 

③本事業では、対象を 3年前期・後期セメスタの臨地実習直前の学生を想定している。しかし、2024年度

は会員校の CBT運用についての評価を目的としているため、上記以外の学生や日程により全ての学生が

参加できない場合にも実証事業への参加申し込みも可能とする。どの時期の学生が妥当であるかの検討・

判断は各実証校がカリキュラムに基づき実施する。 

④対象学生の ICT媒体を準備できる（個人所有の ICT端末も使用可能）。2024年度 JANPU－CBTは

インターネットブラウザを使用する。OSの指定はないが「Microsoft Edge」、「Apple Safari」、

「Google Chrome」のいずれかに接続できるように準備する（「Internet Explorer」は非対応）。問題形

式は、５選択肢／多選択肢／順次解答４連問５選択一形式である。設問が十分に閲覧できる媒体はタブレッ

トもしくは PCであるため、これらを満たす ICT媒体が確保できることを事前に確認する(スマートフォン画

面サイズには対応していない)。 

⑤対象学生と教職員の ICTスキルを確認できる。各実証校責任者や試験監督の教職員や学生が、ICTを

用いた試験や確認テスト、アンケートなどを実施した経験がある(回答者としての経験がある)。なお、実証校

責任者については上記条件を満たす者が担当する。 

⑥JANPU－CBT実施にあたり、事前に指定するMEXCBTを用いた動作確認を各実証校で実施する。

⑦各実証校は教室(試験会場)と実施体制と試験監督を準備できる。対面実施のため各実証校で実施体制

を準備する(各実証校の参加学生に応じた実施体制)。 

⑧インターネット環境を準備できる。1端末あたり 0.35Mbps～0.5Mbpsの帯域が必要となる。画像を利

用した問題を再生する場合には、環境により動作が遅くなる可能性がある(試験時間に影響する可能性があ

る)。インターネット通信料は各自負担となる。インターネット環境は学生人数に対応できる教室を準備する

(必要時、教室の定員数の半数になどネットワークや学内サーバーへの負荷を抑える)。学内の CBT の実



- 46 -

施環境を確認するためには 1学年の人数を想定した全員参加が望ましい（推奨）。 

⑨ICT媒体の準備・保守管理は CBT管理運用各実証校責任者が行う。

⑩JANPU－CBT実施本部は、各実証校の ICT媒体・インターネット・ICTスキル・実施体制・教室(試験

会場)などの不具合などに関する対応は行わない。各実証校での対応となる。 

⑪2024年度 JANPU－CBT実証事業の公正な準備と運用のために、遵守事項を確認の上、「実施要項」

と「学生用マニュアル」に基づき実施できる。 

⑫各実証校責任者、各実証校監督者、参加学生は下記を提出できる

ⅰ各実証校責任者は「参加申し込み（各実証校）」「実証校としての遵守事項の同意」「予定最大受験者数」

「2024年度 JANPU-CBT動作確認実施報告」「2024年度 JANPU－CBT各実証校終了後報告書」

を提出できる。 

ⅱ各実証校監督者は、「2024年度 JANPU－CBTの守秘等（学生以外の関係者）」「2024年度

JANPU－CBT各実証校監督者・関係報告書」提出できる。  

ⅲ参加学生は、「学生終了後アンケート」「2024年度 JANPU－CBTの守秘等に関する説明と同意」を当

日提出できる。 
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2024年度 JANPU-CBTの守秘等に関する説明ならびに同意書（学生以外の関係者用） 

1.CBT守秘等についての説明

本大学では、2024年度 JANPU-CBT実証事業に賛同し、「実証校の遵守事項」を厳守の上、CBTを

実施します。従いまして、CBTの内容に関する漏洩、正解への誘導等の不正な行為、関係者以外の閲覧禁

止の資料等の取り扱いについての格段のご注意をお願いします。 

 なお、CBTの内容につき、万が一漏洩などが起こった場合、責任は当事者等の個人にと止まらず、各大学

の責任が問われます。またその場合は、2024年度 7月 12日付の「遵守事項」に準じ、本大学が共用試験

に参加できなくなるなどの可能性があります。 

説明者： 

所属： 

氏名： 

2.同意書

私は 2024年度 JANPU-CBTの内容についての守秘等に関する説明を受け、上記内容に同意します。

日時： 年 月 日 

  同意者： 

所属： 

氏名： 

【遵守事項】 

２０２4年度 JANPU-CBTの公正な準備、実施及び維持管理のために、各実証校には下記の遵守事項が定められています。（２

０２4年 7月 12日） 

2024年度 JANPU-CBT実証事業 

―各実証校の遵守事項一 

一般社団法人日本看護系大学協議会 

「2024年度 JANPU-CBT実証事業」の各実証校におかれては、試験の公正な準備と運用のために、以下の事項を遵守されま

すよう特段のご配慮をお願い申し上げます。 

「一般社団法人日本看護系大学協議会」によって運用される 2024年度 JANPU-CBT実証事業は、各実証校が参加して実施

する試験であり、また、原則として参加を希望する大学によって自主的に運営されるものであります。 

したがって、以下の項目のいずれかに該当すると「一般社団法人日本看護系大学協議会」が認めた大学については、2024年度

JANPU-CBT実証事業への参加に関して慎重な検討を行うことといたします。 

○ 2024年度 JANPU-CBT実証事業の信用を低下させるおそれのある大学

○ 2024年度 JANPU-CBT実証事業の適正な運用を妨げるおそれのある大学

○ その他、「一般社団法人日本看護系大学協議会」が不適当であると認めた大学

なお、各実証校におかれましては、一般社団法人日本看護系大学協議会から「取扱注意」として配布した資料等について、各実証

校内での管理を厳重にしていただき、外部等への漏洩または紛失することのないよう十分なご配慮をお願い申し上げます。 
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2024年度 JANPU-CBT実証事業 参加協力のお願い （参考例） 
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【改訂履歴】 

版数 改訂年月日 改訂内容 

第１版 2024年 7月 16日 初版発行 

第１.１版 2024年 12月 13日 2月・3月の試行実施に向け改善点を修正 

2024年度 JANPUーCBT実証事業 

実施要項 

2024年 12月 13日 

一般社団法人日本看護系大学協議会 

看護実践能力評価基準検討委員会 


